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 ー 思いを伝え合うために ー 

検索 

実 践 紹 介           ★ 名古屋市特別活動研究協議会にて発表予定だった内容の中から、明日使えるポイントを紹介します ★ 

 
 
 
 
 
 

例年、こんな活動をしています!! 
○特別活動を学び合おうⅠ               アイスブレイクや話合い活動の学習など 

○特別活動を学び合おうⅡ               学級活動をビデオで視聴 

○名古屋市特別活動研究協議会    実践者による実践発表 

○愛生研の例会（月１回）                   実践発表や体験記録などの学習会 

こちらも参考に!! 
 「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動」 
 学級会の進め方や係活動など、特別活動のことが分か 
りやすく載っています！ インターネットで「国立教育政策 
研究所 特別活動」と検索してください。  
 

アドレス： 

http://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/div08-katei.html 

担当       先生 

特別活動を学び合おう  2021.10.20 
～話合い活動の視聴を通して～ 

。 

６年生実践紹介 雲外蒼天（学級目標）プロジェクトの活動を
考えよう 

 学級の課題を見つけ、課題解決に向けての活動を決める学級会を
視聴した後、「話合い活動の基本」「「司会グループへの指導」「教師
の指導のポイント」などについて協議しました。 

 特別活動におけるタブレットの活用例   

  2021.9.15～2021.12.31 ＷＥＢ配信 

   
 

 
 

 学級会において、タブレット端末に入っている「ロイロノート・スクール」
を活用することで、より質の高い話合いを実現することができます。 
 どのような場面で扱うのか、具体的な題材を通して紹介されています。 

ロイロノート・ 
スクールの活用 

ポイント① ☆ 話し合う前に決まっていることは？ 

 「いつ」「どこで」「どのくらいの期間」など、議題について決まっていることは
何かを明確にしておくことが必要です。どんなに良いアイデアでも条件に合わ
なければ、その案は選ぶことができません。 

ポイント② ☆ 学級会中に教師の入るタイミングは？ 

 話合いのめあてがずれて話が進むことがあります。そういうときは「話がず
れてるよ」「めあては何だった？」などと声を掛けて、軌道修正し、言い過ぎた
ときや、極端な意見が出たときには、フォローをする必要があります。 

ポイント③ ☆ 合意形成のプロセスは？ 

 「合意形成のプロセス」を子どもたちは知っているでしょうか？まずは、教え
ることが必要です。「合体型」「優先型」「分け合い型」「作り上げ方」など、意見
を深めるために大切なことです。 

ポイント④ ☆ まとめ方（決め方）は？ 

 話合いを進めて合意形成を図ったのち、意見を決める必要があります。決
め方は「多数決で決める」「もう少し話し合う」「計画委員で決める」などがあり
ます。どのように決めるかは、最初に決めておくとよいですね。 

 

実践例：○○っ子祭りを成功させよう 
     学級目標を決めよう 
     なりたい自分に近づこう 

ポ イ ン ト ①  ☆  学級会 を始め る前に ･ ･ ･  
 「学級会カード」の代わりに、ロイロノー 
ト・スクールの提出機能を活用することで、 
一人一人の考えを簡単に共有することができ 
るようになり、話合いに向けた準備をスムー 
ズに進めることができます。 
 また、それぞれの意見をカードに色分けし 
て、それを表示させることによって、誰がど 
んな意見をもっているのか、視覚的に分かり 
やすくなります。 

ポ イ ン ト ②  ☆  話合 いの最中に ･ ･ ･  
 学級会の中では、常にタブレットを開き、「回答共有中」の画面を
開 き な が ら 、話合いを進めていきます。そうすることで、賛成・反
対など意思表示だけでなく理由や根拠を含めた考えを即座に話合いに
反映させることができます。 

 
               
   
 
 
 
 
 
              
        

 
 
 
 

            
 
 
  

 名古屋市特別活動研究会委員長   
     田村 幸久 

 予測困難な社会の中で、夢に向かって人生をきり拓いていく子どもた
ちを育てることが、今の教育に求められています。そして、予測困難な
社会は近い未来に到来するのではなく、今まさに進行中です。 

 コロナ禍による生活様式の変化もその一つであると言えるでしょう。
日本中に衝撃を与えた一斉休校から二年。初めこそ、子どもたちは大
量の学習プリントに取り組み、教職員の研修や会合は軒並み中止とな
りました。しかし、今では、配付されたタブレット端末を活用し、オンライ
ンによる学習支援や各種研修が展開されるようになりました。特別活
動においても、多くの学校行事が中止・縮小を余儀なくされましたが、
子どもたちの笑顔を守るため、各学校で教職員が知恵を絞り、新たな
形での学校行事が創造されるようになりました。 

 未来を見据えることも大切です。ただ、未来は、かけがえのない今の
積み重ねであることも忘れてはいけません。今を生きる子どもたちの
ために、熱い心で、急速に変化する今にしなやかに対応していくことが
できる教師でありたいものです。 

 本研究会では、今の生活様式の中で、子どもたちの社会性を最大限
育むために、様々な実践に取り組み、全市に発信しています。学習会
も定期的に開催しておりますので、是非、ご参加ください。 

【実践２】 駒方中学校 金沢 卓模 先生 

 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

【ねがい】 学級にとって最大限の行動ができる生徒を育てたい  

対象：中学３年生 

生徒の実態   目指す生徒像に迫るために  

学校行事に対して全力を尽くす姿が少なく、
学校行事に価値を見いだせない生徒がいる 

学校行事に向けた行動や行事そのものに価値づけをし、
生徒が見いだした価値を、学級内で共有させることが必要 

① 頑張りを仲間から認められるための工夫 
② 学級全体で行事の価値を共有できるための工夫  

＜例：体育大会の練習を通じて＞ 
⑴ 練習中の仲間の行動に目を  
 向ける 
⑵ 仲間の行動から「頑張っている」 
 ことをグッジョブカードに書く 
⑶ ⑵の内容を、学級通信で共有し 
 様々な活動に価値を見いだす 

 勝利に貢献すること以
外にも、応援や器具の準
備を頑張るなど、様々な
ことに価値があるはず！ 

講義 

【実践１ 】 二城小学校 愛知 佑太 先生   対象：小学６年生 

【ねがい】 自分の可能性を信じて挑戦する児童を育てたい 

児童の実態   目指す児童像に迫るために  

課題解決に向けて活動に取り組めなかったり、自分の
可能性を見いだせていなかったりする児童がいる 

課題に関する情報を整理し、自分に合った
取り組みを見つけて挑戦する経験が必要 

自分に合った取り組みを考え、意欲を
もって活動できるようになった 

①自分に合った活動を検討し、意欲をもって挑戦することを促す計画・ 
                                  振り返りの工夫 

②課題の情報を整理し、解決方法の決定に生かす話合い活動の工夫 

レーダーチャートシート   ちりつもシート   

ロイロノートを活用し、
計画・振り返りを行う 

自己の現状をつかみ、
学級で共有する 

積極性が低いから、自信の
あることを見つけて、積極
性を伸ばしたいな。 

グッジョブカード   

仲間の頑張りに目を向け、自分
にもできる形で頑張ろうという気
持ちにつなげていく 

学級通信   

様々な行動・行事に価値を見い
だし、自分ができる形で、学級に
貢献するようになった 


